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　2017年 4月、所沢キャンパス内初のラーニング・コモンズ
（以下、LC）が所沢図書館に開設し一年以上経過したのを機
にこれまでを振り返り、評価と課題を記したい。
【LCのコンセプト】
　当初、設置計画にあたり所沢キャンパスに LCを設置する
とはどういうことか、目的を問うことから始めた。改めて所
沢図書館のミッションは何かというと、早稲田大学や人間科
学学術院・スポーツ科学学術院のディプロマポリシーに則っ
た学士力を持つ学生を輩出することがひとつある。具体的に
は問題解決力・自律性・論理的筆致力を持つ人材の涵養や、
国際社会におけるリーダーとなりえるグローバル人材の造就
を目標とする。そこで上記ミッションを実現するため、所沢
図書館 LCのビジョンとして以下を考えた。
　1． LCは、所沢キャンパス内で最もグローバルな学内エリ
アとする。
　2． LCは、学生が課題発見／問題解決力を涵養するため
PBL（problem based learning）が可能な学内エリアと
する。
　3． LCは、学生が所沢キャンパス内で長時間居たくなる学
内エリア（=滞在型図書館）を目指す
　上記コンセプトがどこまで具現できたかを測定するため、
当館は 2017年 7月に調査票形式により、また 2018年 1月に
来館者対象のアンケート形式によるアセスメントを実施した。
　項目の一例を挙げると、「LCを利用して以来ご自身で変
わった点はありますか？」という設問に対し、「所沢キャンパ
スで過ごす時間が長くなった」「所沢キャンパスへの愛情が
生まれた」という回答では、「強くあてはまる」「あてはまる」
の合計が全体の 50パーセントを超えている。一方で「問題解
決のためには他者からも学ぶ視点を持つようになった」「留学
や海外インターンへの興味を持った」という回答では期待し
た数値を得られなかった。LCをグローバルエリアとするには、
ハード面でサインの多言語化、ソフト面で留学生との交流場
面の設定が大いに必要であろう。今後の課題である。
　またアンケートの自由記述欄には「イベントや本の紹介を
もっと実施して」「寝転んでもよいスペースがほしい」等、利
用者側の視点からでないと見落とす改善要望も散見された。
【LA（ラーニング・アシスタント）デスクの設置】
　サービスコンテンツとしての LAについても、LAデスク日
報より統計数値や質問動向を探った。その結果判明した点は、
一種のオフィスアワーに近い効果をもたらしたことである。
例えば主な相談では「卒業研究について」「大学院への進学」「専
門ゼミの選択」「アンケート調査方法」といった内容が目立っ
た。当初、LA自身の専門や研究分野を強調し、学習専門相
談をメインに受け付ける構想であったが、実際には上記のよ
うなより幅広い学生生活全般に関するよろず相談への対応が
主となった。今後に向けては引き続いて所沢キャンパスの学
生が LAデスクをより利用し易い環境を整えることであるが、
加えて「LA自身による利活用提案や運営面でのアイディア」
「相談を事例として可視化し周知する」「GECのライティング・
センターとの連携を模索する」ことが挙げられる。特にライ
ティング・センターとの関連では、週 2回 LAデスクに近接
したブースでライティングセッションを展開しており、論文
作成指導やレポートの課題設定、卒業研究テーマの選択等の
相談で重複する機会があるので調整の余地がある。
【プレゼンテーションアリア／グループ学習エリア】
　学生同士での対話型学習やグループディスカッションが可
能な空間として設置したが、実際にどのように使われている
か、こちらも利用統計を見ると、「授業」「ゼミ」が全体の 6
割程度を占めている。残りの 4割は「自習」「プレゼンテーショ
ンの準備」「ミーティング」等である。当初は「ゼミの予習復
習や発表の準備ができる空間」「プレゼンの練習が可能な空間」
あるいは「洋画を上映し邦人学生・留学生と英語でディスカッ
ションする空間」を想定していたことからすると、もう少し
学生が主体となっての利用があっても良いと思われる。
　最後に、LC設置後どの程度利用者が増減したか所属別で入
館者数を比較すると、特に人間科学研究科生が 1.32倍、スポー
ツ科学研究科生は 1.38倍の増となった。引き続いて多くの学
生が訪れる環境を維持したい。
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